
市 活 団民 動 体
コ ナ応 援 ー ー 三島市　市民活動団体応援

このコーナーは、市内で活動する皆さんの主催するイベントや会員募集を紹
介するものです。掲載申込みの詳細は、市HPをご覧ください。

問広報広聴課☎ 983・2620

古今伝授杯 2024
小学生百人一首競技かるた大会

時10 月 27 日㈰午後０時 30 分～５時ごろ

（開場：午後０時）場願成寺本堂内みしま

の文化百花繚乱補助事業。西郷直樹永世

名人監修による初心者向け本格的なトー

ナメント式競技かるた定32 人注昼食後来

場、保護者は観戦を申10 月１日㈫～ 10 月

15 日㈫の期間に電子申請問願

成寺百人一首古今伝授杯実行

委員会・魚尾☎975・1763

第 36 回　墨彩展

時９月 11 日㈬～９月 15 日㈰午前 10 時

～午後５時場生涯学習センター３階市民

ギャラリー内佐野美術館友の会墨絵部会

員の作品展問田村☎ 090・8154・8623

第 24 回　酔陶会　作陶展

時①９月 20 日㈮午前 11 時～午後５時②

９月 21 日㈯午前９時 30 分～午後５時③

９月 22 日 ( 日・祝 ) 午前９時 30 分～午

後４時場生涯学習センター３階市民ギャ

ラリー内酔陶会会員による陶芸作品の展

示問関☎ 090・3453・7489

第４回　三島せせらぎ囲碁大会

時９月 29 日㈰午前 10 時～午後４時 30 分
場生涯学習センター３階多目的ホール費

大人：2,000 円 / 子ども：1,500 円対幼児

～大人定130 人申9 月２日㈪から 9 月 20

日㈮までに ＦＡＸ またはメール問日本棋院

三島支部 三島囲碁教室☎・ＦＡＸ984・0015

**mishima.igo@gmail.com

長泉たけはら吹奏楽団　　　　　　　
第 21 回定期演奏会

時９月 15 日㈰午後１時（開場：午後０時

30 分 ）場長泉町文化センターベルフォー

レ内タケタニック号で行く 120 分の世界

旅行～世界を ” 聴く ” 船旅へ～
問長泉たけはら吹奏楽団・吉田

☎ 090･8959・9093

不動産なんでも相談会

時９月 23 日（月・振）午前 10 時～正午

または午後１時～４時場三島商工会議所

４階内不動産に関わる相談（空き家・隣

地境界・相続・不動産売却・近隣トラブ

ルなど）問芹澤☎941・5221

一人で着物を着たいそんな仲間を募集
着付け友の会

時毎月第２火曜日午前９時 30 分～ 11 時

30 分場中郷文化プラザ２階和室内先生２

人による、浴衣から訪問着などの着付け

指導費年間10,000 円持着物・帯ほか一式

（履物不要）申・問着付け友の会代表・山

下☎ 090・7033・2394

映画『夢みる給食』上映会 in 三島

時９月 29 日㈰午前の部：午前 10 時 / 午

後の部：午後２時場さんしんみゅうくん

ホール内「オーガニック給食」を夢見る

市民、公務員、有機農家の活動を描く

ハッピードキュメンタリー映画費大人前

売り 1,300 円 （ オンラインチケット）/当

日 1,500 円 （ 現地にて現金払いのみ対応）

/18 歳未満無料定各回 120 人程度申電子

申請問みしまオーガニック給

食プロジェクト・板垣☎090・

5459・7214

三島市五十雀山歩会新会員募集

時毎月１回（原則月末日曜日）内初・中・

上級のコースあり。下見登山・安全確認

をして登山案内書を作成。宿泊の特別山

行あり費▶年会費：3,000 円▶参加費実費：

4,000円程度▶10月以降加入：1,500円申・
問三島市五十雀山歩会会長・大村☎ 090・

3968・1603

魅力的な街づくりサロン開講！　　　
～美しい都市・快適な住環境とは～
時９月 27 日㈮午後１時 30 分～３時場佐藤

塾（本町 13・21）内県東部の医療田園都市

構想について講山口建さん（静岡がんセン

ター名誉総長）定先着 45 人※当

日参加可申・問電子申請または

電話で大沢☎ 090・9905・2716

会員募集
地頭を伸ばす脳トレピアノⓇ kids

時第２、第４木曜日午後３時～４時▶無

料体験：９月 26 日㈭午後３時～４時（予

約制）場佐藤塾（本町 13・21）内音楽で

知的好奇心を刺激し、異なる年齢のグルー

プの中で一緒に遊びながら音楽力をつけ

ていきます※講師２人体制費１回 2,000

円対３歳～小学３年生申・問９月 20 日㈮

までに山田☎ 090・1297・6076

第52回静岡医療センター市民公開講座

時10 月 30 日㈬午後６時～７時場静岡医療

センター病院本館４階地域医療研修室内

気になる身近な病気と予防について、専門

医が解説。演題：健康で長生きするための

骨粗鬆症・サルコペニア予防講整形外科部

長・小林哲士定80 人申・問10 月 15 日㈫ま

でに電子申請または電話・FAX

で静岡医療センター☎ 975・

2000ＦＡＸ975・2725

その他

【凡例】　時とき・場場所・内内容・講講師・費費用（記載なしは無料）・対対象・
定定員・持持ち物・注注意事項・申申込み（記載なしは不要）・問問合せ

文化
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私
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

は
と
て
も
や
さ
し
い
で
す
。

　
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
よ
く
習
い
事
な
ど
の

送
り
む
か
え
を
し
て
く
れ
ま
す
。

　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
料
理
上
手
で
、
よ
く

私
の
好
き
な
料
理
や
お
か
し
を
作
っ
て
く

れ
ま
す
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
作
る
も
の
は

何
で
も
お
い
し
く
て
、
た
く
さ
ん
食
べ
て

し
ま
い
ま
す
。

　
私
は
そ
ん
な
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
が
大
好
き
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
元
気
に
長
生
き
し
て
ね
。

そ
し
て
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
一
緒
に
お

出
か
け
し
よ
う
ね
。

わ
た
し
の
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し
の
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な
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「
日
本
遺
産
を
ご
存
知
で
す
か
」
と

聞
か
れ
た
ら
、多
く
の
人
が
「
世
界

遺
産
な
ら
知
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
日

本
遺
産
は
聞
い
た
こ
と
が
な
い
」「
日

本
遺
産
は
世
界
遺
産
登
録
を
狙
っ
て

い
る
日
本
の
い
い
も
の
か
な
」
と
い

っ
た
答
え
を
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

「
世
界
遺
産
」
と
「
日
本
遺
産
」、
言

葉
と
し
て
は
よ
く
似
て
い
ま
す
が
、

考
え
方
は
か
な
り
違
い
ま
す
。

　

簡
単
に
言
う
と
、「
世
界
遺
産
」
は

文
化
財
（
文
化
遺
産
）
そ
の
も
の
の

価
値
付
け
を
行
い
、
保
存
す
る
こ
と

を
目
的
に
し
た
も
の
で
す
。
オ
ー
ス

�
日
本
遺
産
「
箱
根
八
里
」

　
　
　
　
　
を
ご
存
知
で
す
か

ト
ラ
リ
ア
の
グ
レ
ー
ト
バ
リ
ア
リ
ー

フ
、
中
国
の
万
里
の
長
城
、
ア
メ
リ

カ
の
自
由
の
女
神
や
グ
ラ
ン
ド
キ
ャ

ニ
オ
ン
な
ど
有
名
な
も
の
が
多
く
あ

り
ま
す
。

　

そ
れ
に
対
し
て
「
日
本
遺
産
」
は
、

地
域
に
点
在
す
る
文
化
財
や
伝
統
文

化
を
分
か
り
や
す
く
魅
力
的
な
ス
ト

ー
リ
ー
と
し
て
発
信
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
観
光
客
を
呼
び
込
み
、
地
域
の

活
性
化
や
経
済
の
振
興
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

「
忍
び
の
里　

伊
賀
・
甲
賀
―
リ
ア

ル
忍
者
を
求
め
て
」
や
、「
関
門
『
ノ

ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
』
海
峡
～
時
の
停
車

場
、
近
代
化
の
記
憶
～
」、「
地
下
迷

宮
の
秘
密
を
探
る
旅
～
大
谷
石
文
化

が
息
づ
く
ま
ち
宇
都
宮
～
」
と
い
っ

た
、
面
白
い
こ
と
が
あ
り
そ
う
で
行

っ
て
み
た
く
な
る
よ
う
な
名
称
が
並

び
ま
す
。

　

三
島
市
は
函
南
町
・
箱
根
町
・
小

田
原
市
と
協
力
し
て
、「
江
戸
時
代
の

東
海
道
の
う
ち
、
小
田
原
宿
か
ら
三

島
宿
ま
で
（
通
称
箱
根
八
里
）
を
歩

く
と
、
石
畳
の
道
や
一
里
塚
、
甘
酒

茶
屋
や
箱
根
関
所
、
雄
大
な
富
士
山

の
眺
望
や
松
並
木
が
次
々
と
現
れ
て

当
時
の
旅
を
追
体
験
で
き
る
」
と
い

う
ス
ト
ー
リ
ー
と
、
文
化
財
を
活
用

す
る
計
画
を
ま
と
め
て
、
日
本
遺
産

の
申
請
を
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
平

成
三
十
年
五
月
二
十
四
日
に
「
旅
人

た
ち
の
足
跡
残
る
悠
久
の
石
畳
道
―

箱
根
八
里
で
辿
る
遥
か
な
江
戸
の
旅

路
―
」
が
認
定
を
受
け
ま
し
た
。
こ

れ
が
日
本
遺
産「
箱
根
八
里
」で
す
。

　

左
上
の
写
真
は「
箱
根
八
里
」を
構

成
す
る
文
化
財
の
石
畳
で
す
。
現
代

の
舗
装
道
路
に
慣
れ
た
私
た
ち
に
は

歩
き
に
く
い
道
で
す
が
、
江
戸
時
代

の
人
々
に
と
っ
て
は
、
ぬ
か
る
み
の

道
に
石
を
敷
い
た
こ
と
で
、
ず
い
ぶ

ん
歩
き
や
す
く
な
っ
た
よ
う
で
す
。

徳
川
将
軍
家
に
献
上
さ
れ
た
象
が
こ

の
道
を
通
っ
て
江
戸
ま
で
歩
い
た
話

は
有
名
で
す
。

　

先
に
も
述
べ
た
通
り
、
日
本
遺
産

「
箱
根
八
里
」
は
江
戸
時
代
の
旅
を
追

体
験
で
き
る
魅
力
あ
ふ
れ
る
場
所
で

す
が
、
標
高
八
百
四
十
六
メ
ー
ト
ル

の
箱
根
峠
を
超
え
る
、
約
三
十
二
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の
道
の
り
を
一
度
に
歩

く
の
は
大
変
で
す
。
何
回
か
に
分
け

て
歩
く
、
車
に
乗
っ
て
興
味
の
あ
る

文
化
財
だ
け
を
見
学
に
行
く
な
ど
、

自
分
に
合
っ
た
方
法
で
楽
し
ん
で
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
秋
、

あ
な
た
も
日
本
遺
産
の
魅
力
に
触
れ

て
み
ま
せ
ん
か
。

No.432

楽寿園内の郷土資料館では、企画展「新規収蔵品展」を９月 29 日㈰まで開催しています。
郷土資料館（楽寿園内）☎ 971・8228

▲箱根旧街道石畳
　（山中新田：腰巻地区）
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